




 

1,臨床用超音波胎児診断による心身障害発生の疫学調査 

姙娠初期に超音波診断装置を使用した症例について疫学調査を行ったので報告

する。 

調査対象は当科において昭和 50～51 年に分娩した 1578 例について,姙娠 12 週

未満で超音波照射をうけた 180 例について調査を行った。なお,姙娠 12 週以降,

分娩に至るまでに超音波診断装置による診断をうけた 467 例については別途に

集計を行った。その他の症例は,12 週以降で,超音波ドツップラー装置による短

時間の診断をうけた症例で,931 例である。(表 1) 


